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健康福祉学部理学療法学科

来間弘展

理学療法学科の病院実習

2年　2月　  3週間　　評価実習

3年　1,2月   8週間　　臨床実習

4年　4,5月　8週間　　臨床実習

私の考える学習

低学年においては、医学的知識を詰め込む必要がある。

基礎医学（解剖学や生理学など）、臨床医学（整形外科
学、脳神経外科学など）と理学療法評価・治療を結びつけ
る導きを行う。

病院実習に行く前に基礎的知識を整理する。

昨年度までの試み

教科書をして、事前学習範囲の指示

授業開始時にkibacoを用いた知識確認

授業中に質問を行う

一部の実習科目ではTAやSAを配置



今年度の新たな取り組み

一部の科目においては、5-10分程度の事前動画を用意し
た。動画作成はloomを用い、動画の公開はmediasiteにて
行った。

実技科目では、ビデオカメラを用いて、実技の様子を配信
した。

PCのズームモニターをスクリーンに一度に映し、学生達の
動きを確認し、フィードバックを与えた。

2年生アンケート　講義科目理解度

2年生アンケート　実技科目理解度 2年生アンケート　



理学療法学科の授業取り組み

前期：オンライン授業

7月と8，9月の補講期間にまとめて実技実習を実施した。

後期は学年により登校日を設定した。

2年生：火・木・金に対面授業

3年生：月・水・金に対面授業

教員間の調整に時間を要し、また教員が混乱を生じてしまう
場面もあった。

4年生就職ガイダンスの代替

毎年4月に実施されている就職ガイダンスが中止となった。

学生からは不満の声が強かった。

卒業生にお願いし、夜や土日にオンラインで病院の様子や
就職活動についての話しをしてもらった。

急性期病院勤務者、リハビリテーション病院勤務者、クリ
ニック勤務者、都内で勤めた後に地方の病院に転職した者

4年生病院実習の代替実習

4，5月の病院実習を中止

4月に3週間オンラインで症例検討を行った。

月曜日、水曜日に症例を提示し、その日の夕方までに評価項
目をレポートにして提出させた。

火曜、木曜日にその後の経過を示し、それに対して治療項目
をレポートにして提出させた。

金曜日にグループに分かれて、教員との質疑応答やフィード
バックを実施した。

4年生病院実習の代替実習

11月末～12月25日で学内実習を実施している。

クラスを3グループに分け、教員13名が、それぞれ3時間の
対面実習を実施している。

卒業生6名にオンラインや対面にて症例を提示してその評価
や治療法について実習を交えて講義を実施している。



理学療法の教員になるために…
2022年4月からは専任教員養成講習会の修了が必須となる。

理学療法士である専任教員は、次に掲げる者のいずれかであ
ること。ただし、当該専任教員が免許を受けた後五年以上理
学療法に関する業務に従事した者であつて、学校教育法に基
づく大学において 教育学に関する科目を四単位以上修め、当
該大学を卒業したもの又は免許を受けた後三年以上理学療法
に関する業務に従事した者であって、学校教育法に基づく大
学院において教育学に関する科目を四単位以上修め、当該大
学院の課程を修了したものである場合は、 この限りでない。 

教養科目の履修

4年生が4,5月の臨床実習が無くなり、かつ南大沢の授業
がオンラインで実施されていたことにより、教養科目を
履修することが可能となった。

4年生の中には、教育学の科目を履修した者が数名い
た。

大学院（徒手理学療法コース）の取
り組み
クリニックにおける実習が出来なくなってしまった。

各自、患者を治療した様子を記録してもらい、オンライン
で症例検討を実施した。症例検討は土日に実施した。

院生からはじっくり取り組む事が出来て良かったと概ね好
評であった。

ドロップアウトすることなく8名が10月に卒業した。

大学院ゼミ

人間健康科学研究科の授業は、ほとんどが平日夜6時～9時10分
で実施している。

院生達は週3-4日程度授業を履修している。

その合間に月1回、対面でゼミを実施していた。おおよそ7時半
から9時半。

現在はオンラインによるゼミに切り替え、院生の反応はよい。



今後の教育について　アンケート結果 今後の教育について　

事前の動画作成を一部取り入れ、事前学習を効果的に促せるこ
とを継続したい。

全面対面授業となっても、一部オンラインを利用したい。

オンライン授業では、直接大学に来ることが出来ない方の講義
を実施する。

徒手コースの症例検討会や大学院ゼミなど、大学院の授業では
積極的に活用していきたい。


